
「マクロ」と「ミクロ」

もっと知ろう！イタルダインフォ用語ナビ～その１

図１　マクロデータの構成 図２　ミクロ調査活動の流れ
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WEB版 ITARDA Information

　当センター（（公財）交通事故総合分析センター 以下、ITARDA という。）では、交通事故の防止や被害軽減に役立て
ることを目的に、一般の方向けに「イタルダ インフォメーション」を発行しています。今号では、イタルダ インフォメー
ションを皆様により理解していただけるよう、用語解説をお届けします。
※　交通事故分析や研究に使われている用語の解説は、別途、ホームページの「用語集」にも掲載されておりますので、
　併せてご利用ください。
　HP用語集：https://www.itarda.or.jp/service/term

　イタルダ インフォメーションでは、「マクロ」「ミクロ」というワードが頻繁に登場します。
　「マクロ」と「ミクロ」はともに ITARDA が交通事故の分析研究を行うのに重要なデータであり、全国で発生した交通事
故（人身事故）統計データを「マクロ」、そして ITARDA が茨城県内を中心に、人･道･車の視点で個別の事故を調査した交
通事故例調査データを「ミクロ」と呼んでいます。
　「マクロ」データでは、警察庁から提供を受けた全国の人身事故データに加え、車両情報や免許情報等、関係省庁・団
体から入手した様々な情報を統合して複合的に使用し、分析研究等に活用しています（図１参照）。
　「ミクロ」調査活動では、警察・病院・消防からの情報や当事者へのインタビュー、車両の損傷や道路状況などを収集し、「ど
のようにして事故が起こったのか」、「どのようにして傷害が発生したのか」などの分析を行ってデータベース化し、研究
等に活用しています。（図２参照）。
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車両調査：車両損壊状況、車載機器のデータ収集等
道路調査：事故現場 等
人調査：当事者インタビュー、病院（負傷状況）、
　　　　消防（救急搬送状況）等
→上記調査をもとに交通事故分析を実施
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交通事故統計

警察庁
運転管理
（運転免許）

消防庁
救急搬送情報

警察庁の交通事故統計データに、交通事故に関する各種の情報を
積極的に統合し、交通事故の分析に役立てています

自工会等
ASV情報
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国交省
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おわりに5

　以上に示したように、二輪車乗車中における事故での死者のうちヘルメットを着用していたが事故の
衝撃などで離脱した死者の構成割合は30％前後の割合から変化がありません。また、ヘルメットが
離脱した場合においては、離脱しない場合に比べ、死亡するリスクが2.9倍となります。
　いくつかの仮定の元に、ヘルメットが離脱した死者について、離脱しなかった場合の被害軽減効果を
試算したところ、2022年の二輪車乗車中における事故での死者数435人は397人に削減される
可能性が試算されました。これは約9％の削減割合に相当します。
　頭部保護の重要性がご理解いただけたと思います。二輪車乗車時にはヘルメットを着用し、顎ひもは
しっかり締めましょう。

（八木　敏昭）

引用・参考文献
加藤隆輔：二輪車事故の特徴分析による事故・死傷者数の低減研究－二輪車の単独事故の特徴－、（一社）日本自動車工業会－（公財）
交通事故総合分析センター共同研究報告書R03-07（2021）
加藤隆輔：若者の二輪車死亡事故削減に向けて ～ヘルメット離脱の傾向から見えること、（公財）交通事故総合分析センター第25回
研究発表会（2022）
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№148「二輪車乗車時にはヘルメットを着用し、顎ひもはしっかり締めよう」PICK
UP

■ミクロデータ分析
　ヘルメットの形状や顎ひもの結束状態とヘルメットの離脱（ミクロデータでは離脱のことを脱落と記載）
状態の関連性を把握するため、イタルダのミクロデータを分析しました。
　ミクロデータのヘルメットに関する情報には、マクロデータのヘルメット着用状態を含めた詳細な項目
として、ヘルメットの形状、ヘルメットの脱落の有無、脱落時期（衝突前後）、ヘルメット装着用の顎ひもの
結束状態等が記録されています。二輪車乗車中における事故は1993年～2021年に計499件調査されて
いますが、そのうち死亡した乗員のヘルメットに関して情報を把握できたのは44件でした。

５頁抜粋



WEB版　ITARDA Information #05

「事故内容」と「人身損傷程度」

　ITARDA で取り扱う交通事故データは、主に人の死傷を伴う「人身事故」になります。したがって、イタルダ インフォ
メーションに出てくる「●●事故件数」とは「人身事故の件数」となり、通常の場合は、人の死傷を伴わない物損事故
は含まれません（表１参照）。

　「人身事故」は、１件の交通事故の中で最も重い損傷の程度によって、事故内容として「死亡事故」「重傷事故」「軽
傷事故」のいずれかに分類されます。
　例えば、第１当事者が四輪車、第２当事者が歩行者、第３当事者として自転車が巻き込まれた事故があったとします。
各当事者の損傷の程度が表２のとおりであった場合、
　事故 A の場合：歩行者（第２当事者）が最も重い損傷であるため、事故内容は「死亡事故」となります。
　事故 B の場合：自転車運転者（第３当事者以下）が最も重い損傷であるため、事故内容は「重傷事故」となります。
　このように、「事故内容」は必ずしも第２当事者の損傷を示すものではなく、事故に関係したすべての当事者のうち
最も重い損傷によって決まります。

　一方、「人身損傷程度」は、当事者ごとの損傷の程度を示す項目です。
　上記、表２の事故 Aでは、四輪運転者（第1当事者）は「無傷」・歩行者（第２当事者）は「死亡」・自転車運転者（第３
当事者は「重傷」が該当します。
　以上のように、「事故内容」はその事故の大きさ、「人身損傷程度」は各当事者それぞれのケガの程度を示していると
言えます。

死亡事故　　 交通事故発生から 24時間以内に死者を出した交通事故をいう

重傷事故　　 １箇月（30日）以上の治療を要する負傷者を出した交通事故をいう

軽傷事故　　 １箇月（30日）未満の治療を要する負傷者を出した交通事故をいう

表 1　事故内容

表２　事故内容の決定例

A

B

事故
四輪運転者
( 第１当事者 )

無傷

軽傷

歩行者
( 第２当事者 )

死亡

軽傷

自転車運転者
( 第３当事者以下 )

重傷

重傷

事故内容

死亡事故

重傷事故

№139「ペダル踏み間違いによる事故～事故統計分析から多重衝突の実相に迫る～」PICK
UP
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第29回交通事故・調査分析研究発表会

「第29回交通事故・調査分析研究発表会」を下記の日程で開催いたします。  
詳細は、近日、WEBサイトにてお知らせいたします。

WEB版　ITARDA Information #05

https://www.itarda.or.jp
●イタルダインフォメーションに関するお問い合せ先         　　　koho@itarda.or.jp

「第１当事者」と「第２当事者」

　「当事者」とは、交通事故に関わった人・ものを指し、過失が重いまたは過失が同等の場合は損傷※が軽い方を「第１当
事者」、事故の相手を「第２当事者」と言います（表３・４参照）。
　また、自動車・二輪車・自転車の同乗者や、「第１当事者」「第２当事者」以外の事故に関与した車両の運転者や歩行者な
どを「第３当事者以下」と言います（表３参照）。イタルダインフォメーションでは「１当・２当…」と表記されることが多いです。

過
失

2 当

過
失

1 当

第１当事者　　　　　車両の運転者、歩行者

第２当事者　　　　　車両の運転者、歩行者、単独事故で衝突した地物・現象（溝に落ちた等）

第３当事者以下　　　車両の同乗者または第１・第２当事者以外の車両の運転者、歩行者

表 3　当事者の分類

表 4　第１当事者と第２当事者の決定方法

過失の重さが異なる場合

過失が同等の場合

過失の程度 第 1当事者

過失が重い方

損傷が軽い方

第２当事者

過失が軽い方

損傷が重い方

※　「損傷」という語は、交通事故統計において人の死亡や負傷、
　いわゆるケガの程度を示す用語として使用しています。
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まとめ5

　分析の結果から以下のことがわかりました。

イ）車両と歩行者の事故は車両が『直進中』、歩行者が『横断歩道のない場所を横断中』に多く、
夜間における当該事故の重大事故率は他の横断中事故に比べ大きい。

ロ）夜間における1当乗用車直進中のその他横断中事故は危険認知速度が高い。
ハ）特に、信号のない単路での事故発生件数が多く、ドライバーが漫然と運転したり、運転
操作が単調なことから脇見したりすることが発見の遅れの原因であることがミクロデータから
多く見受けられた。

ニ）歩行者の人的エラーは夜間、『相手の速度感覚を誤った』、『安全確認不十分』といった
安全確認行為の不十分さによって横断可否の判断を誤った結果、道路横断中に車両と衝突
している可能性がマクロ集計および統計解析から推測された。

ホ）その他判断誤り、飲酒の影響が事故要因となる事故も夜間に多い。

　本誌では昼夜の別も勘案しつつ、横断歩道のない場所を横断中の事故について分析してき
ました。このうち、夜間における事故の低減に向けては次のような点に着目することが重要と
考えます。
　夜間、横断歩道のない場所を横断中の事故は、ドライバーによる歩行者の発見の遅れから
車両がほとんど減速しないまま衝突している可能性があるものと考えられます。ドライバーは
たとえ単調な道路であっても、しっかりと前方や横断しようとしている路側の歩行者までしっかり
と注意を向けるように心がけましょう。特に通り慣れた道での安全意識の低下に注意しましょう。
　歩行者は道路横断の際は接近車両の存在をしっかり確認し、車両が向かってきていることに
気づいたときは車両が減速・停止していることを確認してから横断を開始するようにしましょう。
また歩行者は自身の存在や動きをドライバーに早く発見してもらえるよう反射材の着用も有効
な対策とされています4）。

　本誌は、交通場面に参加する歩行者やドライバーが事故についてよく知り、その防止策を自ら
考えて事故に遭わないよう行動することが極めて重要で、またそのための努力を繰り返し徹底
すること、さらには新しく交通場面に参加する人にこの内容を確実に伝えていくことが大事という
思いで作成いたしました。こういった活動のもと、交通事故が一件でも少なくなることを期待
いたします。

（星野　真也）

参考文献
1）警察庁 HP：『横断歩道は歩行者優先です』https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/oudanhodou/info.html
2）JAF HP：『信号機のない横断歩道での歩行者横断時における車の一時停止状況全国調査（2023年調査結果）』 
https://jaf.or.jp/common/safety-drive/library/survey-report/2023-crosswalk

3）内閣府 HP：『交通安全白書』令和5年版, https://www8.cao.go.jp/koutu/taisaku/index-t.html
4）警察庁 HP：『反射材・ライト～薄暮・夜間はつけた光が命を守る～』
https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/anzen/reflector.html
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　「当事者」とは、交通事故に関わった人・ものを指し、過失が重いまたは過失が同等の場合は損傷※が軽い方を「第１当
事者」、事故の相手を「第２当事者」と言います（表３・４参照）。
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■歩行者と車両の事故では「夜間」、「乗用車が直進中」、「歩行者が横断歩道のない
場所を横断中」に注意
内閣府が公表している交通安全白書令和5年版3）によると、令和4年における状態別死傷者数では

歩行中の死者数が最多の955人（36.7%）、歩行中の重傷者数が6,582人（25.3%）と死亡重傷
どちらの事故でも歩行者が当事者となる事故が非常に多いことがわかります。
人対車両の事故を詳細な事故類型で見てみると、横断中（横断歩道横断中、横断歩道のない場所を

横断中などの歩行者横断中の合計）の事故がおよそ6割を占めており、非常に危険な事故類型であると
言えます。そこで横断中事故に限定して事故の特徴をさらに見ていきます。まず、2022年における
歩行者横断中事故における第1当事者（過失割合が大きい当事者：以下1当）を見てみると乗用車が
およそ7割であり（図１）、普段我々が運転する乗用車が最も横断中の歩行者との事故を起こしている
ことがわかります。以降は車両を乗用車に絞ってデータを見ていきます。

歩行者と車両の事故の特徴2

■ 開催日時　2026年 10月8日（木）13:30～17:30 （予定）
■ 開催場所　JA共済ビルカンファレンスホール
　　　　　　※WEB同時配信あり

を開催いたします


	web05_イタルダ_01_0904n
	web05_イタルダ_02_0904n
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